
 

令和７年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・主体的に学ぶ力を育成するため、発問やワークシートのあり方を工夫し、授業に積極的に

参加するよう促した結果、活用力が伸びている。 

 ・少人数グループ活動や話し合い活動で、自分と違うものの見方に刺激を受け、高め合えた。 

 

（２） 課題 

 ・漢字語句の繰り返し学習で語彙を増やし、文法事項は復習を心がける。 

 ・主体的に学ぶ力を伸ばすため、学び合いや友達の意見に耳を傾ける機会を増やす。 

 ・200 字作文や記述問題で具体的に自分の考えや体験・見聞を盛り込めるよう、日頃から書

く機会を増やす。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 

達成率は目標値・区・全国平均

とも上回るが、基礎は3ポイン

ト高い反面、活用が区平均を

0.2下回った。 

  

第２学年 

基礎・活用、観点別正答率とも

目標値・区、全国平均を上回る。 

説明的文章の正答率が区平均

を0.3ポイント下回った。 

基礎・活用、観点別とも目標

値・区、全国平均を上回る。連

用修飾語などの文法は復習が

必要である。 

（第１学年時） 

 

第３学年 

達成率は目標値・全国平均を上

回るが、区平均を下回った。基

礎も同様の傾向だった。活用だ

けは区平均を上回るが、目標

値・全国平均には届かない。漢

字の読み書きは全てに上回る。 

基礎・活用、観点別正答率とも

目標値・区、全国平均を上回る。

説明的文章や文学的文章の読

み取り△文章を書く△聞き取

り▼漢字の書き取り▼。 

（第２学年時） 

基礎・活用とも平均正答率は目

標値を上回るが、区全国平均正

答率を下回った。文学的文章の

読み取り、内容別正答率が区全

国平均に届いていない。 

（第１学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

難しい語句の読みや連用修飾語、熟

語の成り立ちの正答率が少し低かっ

た。文法事項の復習が必要である。 

 

聞き取りや文章の読み取り問題の理

解はできているが、記述問題は考え

方答え方に慣れておく必要がある。 

授業規律を守り、暗唱への取り組み

も前向きである。少人数で話し合い

意見交換することにもなじんでき

た。 

  

 

 



 

 

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漢字を書くことの正答率が低かっ

た。小学校で学習した漢字も復習が

必要である。 

説明的な文章の正答率が低かった。

特に内容の整理・解釈が苦手な傾向

があり、文章構成の仕組みを確認す

る必要がある。 

提出物を期日内に出せる生徒が多

い。授業内でも積極的に参加してい

る。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漢字の読み書きについては正答率か

らも練習の成果が見られる。用言の

活用など、文法事項の復習が必要で

ある。類義語などを含めて、実際に

文章や会話の中で使える語彙を増や

す努力も必要である。 

聞き取りや文章内容の読み取りへの

理解はあり、さらに構成や展開にも

目を向けられるようにする。資料を

読んで記述する短作文の正答率が低

いことからも、書く頻度を今まで以

上に高めることが必要である。 

落ち着いた雰囲気を保ち、普段の授

業への取り組みは前向きである。課

題をやり遂げることにやや難があ

る。意欲をもたせることが必要であ

る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

漢字語句のワークシートを通し語彙

を増やし、文法事項も繰り返し問題

に取り組ませる。漢字ノートを定期

的に課題にし、小テストを実施する。 

古典的文章に興味関心を持たせる。 

文学的文章の読解ワークシートや、

説明文の並べ替え学習などを工夫

し、少人数で教え合いながら考えを

深めるトレーニングを積ませる。記

述問題でセリフなどを考えさせる。 

ワークシートに真剣に取り組ませ、

自信を持たせる。相談しやすい雰囲

気を作る。暗唱に楽しんでチャレン

ジさせ達成感を味わわせる。読書マ

ラソンで読書に親しむ土壌を作る。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単元新出漢字を生徒同士で確認さ

せ、どのような場面で用いられるか

理解できるように取り組む。単元に

関連のあるものを配布し、内容を理

解させ、興味・関心を持たせる。 

グループワーク等を増やし、考えを

深めさせる。話し言葉と書き言葉の

違いを理解できていないので、作文

や記述問題に触れ、表現を工夫する

機会を増やす。 

良好な授業態度を継続させる。暗唱

の期限を区分けすることでより内容

を覚えることと同時に期限を意識さ

せる。より発表しやすい環境を作る。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

授業の読み取りや様々な場面でも、

語彙に対しての感覚を磨けるよう仕

向けていく。ワークやプリントへの

取り組みだけでなく、自ら気づいて

語彙を蓄えていけるよう工夫を凝ら

す。課題や小テスト、暗唱を積み重

ねることから、漢字練習と古典への

取り組みの意欲を掘り起こす。 

文章を読み込むように読解を進め

る。周りの人の考えを聞き、自分の

考えを深める作業を続ける。メモを

とる習慣をつけ、見返して内容を振

り返らせる。文章を書くこと、伝え

ることを繰り返しながら、苦手意識

を減らし、作文に慣れさせていく。

書く頻度を高めて記述力を伸ばす。 

さらに授業内容に真剣に取り組ま

せ、さまざまな課題をやり遂げる達

成感を味わわせる。意欲をもたせ、

積極的に自ら進んで考える態度を養

うことを目指す。受験期を迎える中

でも、読書に親しむ時間を大切にす

るよう呼びかけていく。 

 



 

令和７年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・興味関心を持たせる教材や発問を意識することで、考える力を高め、知識の習得や考察力

の向上につながった。 

 ・ICTの活用を積極的に行うことで、資料活用や思考力の向上に一定の効果があった。 

  

（２） 課題 

 ・定期的にグループワークを行い、生徒同士の意見交換を行っているが、ICTの活用により、

さらに積極的に行っていく必要がある。 

 ・社会科に苦手意識のある生徒に対しての個別の対応や配慮が行き届かず、学力の二極化と

いう課題が残った。 

 ・高学年になるほど、低学年時の学習内容の正答率が悪くなっている。家庭学習を含め学習

習慣の定着を図っていく必要がある。 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 

目標値を下回ったが、区

平均正答率よりも 0.1

ポイント高かった。「日

本国憲法」が著しく正答

率が低かったのに対し、

「世界の中の日本」は

区、全国より５ポイント

以上高かった。 

  

第２学年 

地理・歴史分野ともに、

目標値を下回り、区平均

正答率も下回っている。 

区平均正答率に分野ごと

に差がでてしまった。「我

が国の政治」以外は目標

値をわずかに下回った。 

 

第３学年 

地理・歴史分野ともに、

目標値を下回り、区平均

正答率も下回っている。

「明治時代」は目標値を

上回っている。 

地理・歴史分野ともに、

目標値を下回り、区平均

正答率も下回っている。 

区平均正答率に分野ご

とに差がでてしまっ

た。「我が国の政治」以

外は目標値をわずかに

下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値より低かった。 目標値より低かったが、区・

全国平均正答率より高かっ

た。 

目標値をわずかに下回った。 

  

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値をわずかに下回った。 目標値をわずかに下回った。 目標値をわずかに下回った。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

目標値より低かった。 目標値より低かった。 目標値より低かった。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

教科書に載っている基礎的

な用語の理解を深め、小テス

トなどを通して知識を獲得

する。また、資料集や地図帳

を丁寧に活用する。 

他の意見と自分の意見を比

較することでこの観点の力

を伸ばしていきたい。また、

ICTの活用を通して、クラス

内での情報共有をより積極

的に行っていきたい。 

分野ごとに自己評価や相互

評価を行わせることで、主体

的に学習に取り組む態度を

身につけさせたい。また、時

事問題などにも触れ、社会に

興味関心を持たせたい。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎的な知識を習得できて

いない生徒も一定数おり、勝

テストなどの反復練習を行

っていきたい。また、資料の

比較や活用の場面を多く作

っていきたい。 

生徒に考えさせる資料や興

味を持たせる発問を心がけ

るとともに、ICTを活用する

ことでより深い学びにつな

げていきたい。 

分野ごとに自己評価や相互

評価を行わせることで、主体

的に学習に取り組む態度を

身につけさせたい。また、時

事問題などにも触れ、社会に

興味関心を持たせたい。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎的な知識を習得できて

いない生徒も一定数おり、勝

テストなどの反復練習を行

っていきたい。また、資料の

比較や活用の場面を多く作

っていきたい。 

生徒に考えさせる資料や興

味を持たせる発問を心がけ

るとともに、ICTを活用する

ことでより深い学びにつな

げていきたい。 

分野ごとに自己評価や相互

評価を行わせることで、主体

的に学習に取り組む態度を

身につけさせたい。また、時

事問題などにも触れ、社会に

興味関心を持たせたい。 

 

 

 



令和７年度 数学科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・全学年で全国正答率を全項目で上回ることができた。 

・定期考査では極端に低い生徒の割合は昨年度よりも低くなっている。 

 ・学年によっては二極化の構図になっている。 

 

（２） 課題 

 ・全学年ともに「知識・技能」に比べて「思考・判断・表現」や「主体的に学習に取り組む

態度」の観点が低くなっている。 

 ・定期考査でも「思考・判断・表現」の得点状況が良くない状況にある。 

 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 

全国正答率と比較する

と、正答率は３．３ポイ

ント高かった。 

  

第２学年 

全国正答率と比較する

と、正答率は４．４ポイ

ント高かった。 

全国正答率と比較する

と、正答率は５．１ポイ

ント高かった。 

 

第３学年 

全国正答率と比較する

と、正答率は０．８ポイ

ント高かった。 

全国正答率と比較する

と、正答率は２．１ポイ

ント高かった。 

全国正答率と比較する

と正答率は１．８ポイン

ト低かった。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国正答率と比較すると正

答率は２．５ポイント高かっ

た。ただ、「整数の性質」、「平

均・場合の数」の面では全国

平均を下回っている問題も

あった。 

全国正答率と比較すると正

答率は５．１ポイント高かっ

た。ただ、「データの活用」

の面では全国平均を下回っ

ている問題もあった。 

計算などすぐに取り組むが、

文章問題など時間のかかる

問題は諦めてしまう子も多

い。また、評価物に関しても

未提出や不備のある子もい

て、課題がある。 

  

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国正答率と比較すると正

答率は５．１ポイント高かっ

た。全ての領域で全国平均を

上回っている。 

全国正答率と比較すると正

答率は２．９ポイント高かっ

た。「１次方程式」の問題で

全国平均を下回っていたが、

それ以外の領域で全国平均

を上回っている。 

日頃の授業態度や課題に取

り組む姿勢、評価物は、昨年

度よりもきちんと取り組む

人数の割合は低く、課題であ

る。 

 



 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国正答率と比較すると正

答率はほぼ同じであった。昨

年度は「関数」の領域で全国

平均を下回っていたが、２．

１ポイント上回った。 

全国正答率と比較すると正

答率は２．５ポイント高かっ

た。しかし記述問題で無回答

の割合が高かった 

日頃の授業態度や課題に取

り組む姿勢、評価物は、昨年

度よりもきちんと取り組む

人数の割合は高い。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎的な問題を反復して行

い、計算力の向上を目指す。 

習熟度に応じた問題を選定

し、合わせた指導を意識す

る。 

習熟度別少人数授業を展開

することで、それぞれのレベ

ルに応じた学習内容にし、

個々の目標を実現するため

に考え、発言することができ

る環境をつくる。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎的な問題は比較的に高

い水準にある。引き続き、基

礎的な問題を反復して行い、

計算力の向上を目指す。 

方程式の単元では、より丁寧

な指導が必要になってくる。

多くの問題を解き、慣れてい

くことも必要になってくる。 

習熟度別少人数授業を展開

することで、それぞれのレベ

ルに応じた学習内容にし、全

員が同じ目標に向かって意

見をもって考え、発言するこ

とができる環境をつくる。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

計算力のさらなる向上が必

須である。適宜プリント等で

練習機会を増やす。 

習熟度別少人数授業を展開

することで、能力に応じた事

象を用いて少しずつ学力の

向上を目指す。また、根拠を

示して説明する力を養う。 

習熟度別少人数授業を展開

することで、それぞれのレベ

ルに応じた学習内容にし、

個々の目標を実現するため

に考え、発言することができ

る環境をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 
 ・２・３学年において同一集団の成長過程を追っていくと、理科の標準スコアは右肩上がりに伸びて

いる。また、「思考・判断・表現」は目標値を上回るか、ほぼ同程度身についている。特に、「活用」

「思考・判断・表現」の問いかつ解答形式が「記述」のものについて、授業内やワークなどで練習

したものは目標値を 15ポイント以上上回っていた。 

（２） 課題 
 ・全学年において「知識・技能」の定着に課題が見られる。特に前年度の１学期に学習した分野に課

題が見られる。また、「初見のデータから考え、記述する問い」については目標値を 10 ポイント以

上下回った。「既習事項の復習の機会を設け、他分野・他学年とのつながりを意識させる」「予想を

立てて観察・実験を行い、結果から考察し、自分の言葉で表現する機会を設ける」等の工夫を行い、

粘り強く指導をしていきたい。 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 

観点別正答率でも領域別正答

率でも、すべての観点・領域に

おいて目標値を大きく下回っ

た。また、基礎・活用の問いで

あるかや、どの解答形式である

かに関わらず、目標値を下回っ

た。 

（第１学年時） 

  

第２学年 

観点別正答率では、どちらの観

点でも目標値を下回った。領域

別正答率では、「粒子」は目標

値を上回ったが、その他の領域

では目標値を下回った。内容別

正答率では、「植物の分類」に

おいて目標値を大きく下回っ

た。 

（第２学年時） 

観点別正答率では、「知識・技

能」の観点で目標値を下回っ

た。領域別正答率では、「物質・

エネルギー」は目標値を下回っ

たが、「生命・地球」では目標

値を上回った。内容別正答率で

は、「水よう液の性質」におい

て目標値を大きく下回った。 

（第１学年時） 

 

第３学年 

観点別正答率ではどちらも目

標値を超えることができた。領

域別正答率では、「エネルギー」

のみ3.8ポイント下回った。内

容別正答率では、電気分野の正

答率が目標値を下回っている。 

 

（第３学年時） 

観点別正答率、領域別正答率

で、すべてにおいて目標値を下

回った。内容別正答率では、５

つの項目で、目標値を上回るこ

とができた。「音の性質」では、

記述問題で目標値より、12ポ

イント上回っていた。 

（第２学年時） 

観点別正答率では、すべての観

点で目標値を下回った。領域別

正答率では、「物質・エネルギ

ー」「生命・地球」の両方で目

標値を下回った。内容別正答率

では、「大地のつくりと変化」

は目標値を上回った。 

（第１学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
全体的に目標値を下回った。特に、

「物の燃え方」「蒸散」「月と太陽」

「大地のつくりと変化」「電気の利

用」に関する問題で目標値を大きく

下回っている。 

全体的に目標値を下回った。特に、

「水溶液の性質」「電気の利用」「生

物とかんきょう」「てこのはたらき」

に関する問題で目標値を大きく下回

っている。 

観察や実験に意欲的な生徒が多い

が、苦手意識があり、見通しをもっ

て確実に作業できる生徒は少ない。

経験も乏しく、理科と日常生活との

つながりに気づかない・知らない生

徒が多い。 

  



② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
「植物の分類」が特に課題があった。

全体として、基本的な知識の理解、

力の矢印の作図についてが、しっか

りと定着しておらず課題がある。 

「光の性質・音の性質」「地震」の計

算問題が大きく目標値を下回ってい

る。これまで学習した内容を活用し

て、現象の仕組みを理解し、推測す

ることに課題がある。「気体の性質」

については、授業内での振り返りを

繰り返し行った成果がでた。 

実験や観察に積極的に参加したり、

意見を共有したりすることができる

が、自ら実験を振り返り身のまわり

の出来事に関連づけて、さらに内容

について深め、解決していく姿勢に

課題がある。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 区平均、都平均ともに上回ってお

り、目標値と同じ正答率となった。

特に「気象の観測」の分野において

の基礎知識が定着していなかった。 

特にパスカルという単位についての

理解が全然できていなかった。 

目標値、区平均、都平均を上回っ

ている。しかし、電流の分野におい

て、目標値を下回っている問題があ

った。直列や並列のつなぎ方の違い

を理解し、推測することに課題があ

る。その他の分野においては、学習

してから時間は経っているが目標値

を大きく上回る問題が多かった。 

実験や観察に積極的に参加した

り、意見を共有したりすることがで

きる。また、その中でさまざまな事

象に疑問のもち、学びを深めようと

することができる。授業では、自ら

予想や仮説を立て、観察・実験を行

ったり、仲間との対話を通して、課

題を解決しようとする生徒が多い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
生徒観察・実験による体験的な学び

の機会を増やす。知識が各分野・単

元を超えてつながる声かけや学習の

機会を増やし、既習事項を繰り返し

使うことができるよう、授業展開を

工夫する。知識を相互に関連づけて

より深く理解できるよう支援する。 

観察・実験を中心とした問題解決型

学習を行う機会を設け、仮説を立て、

見通しをもち、結果をわかりやすく

まとめ、結果から考察し自分の言葉

やモデル図で表現する活動を重点的

に行う。考察の検討など、理科の見

方・考え方を働かせ、協働して問題

解決する活動も行う。 

生徒が明らかにしたくなる課題を提

示する。日常生活や職業と学んだこ

ととの関連を紹介する。学んだこと

を生かして現象や日常生活での出来

事を説明する課題を設ける。学びを

振り返る機会を設けてメタ認知を促

し、「できた」「気づけた」の体験を

個々に与える。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
基本的な知識や技能の定着が不足し

ているため、家庭学習をベースに１

年生の復習を授業内でも取り組み始

める。１年生からのつながりがある

分野・単元に関しては丁寧に授業で

も取り扱い、繰り返し既習事項につ

いて触れ、既存の知識と関連づけて

学習を進めていく。 

計算の解答に対する苦手意識を取り

除くために、語呂合わせや計算練習

を適度に取り組み慣れさせていく。

また、学習した内容をアウトプット

し活用できる場を増やしていく。 

授業内で身近な事柄につながってい

る事例を紹介し、さらに自分で学習

事項を拡げて考えさせる習慣をつけ

ていく。また、その学習を拡げた生

徒の内容を取り上げながら、学習の

拡がりに対する面白さを感じさせら

れるような授業展開を行う。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
基礎・基本的な知識や技能の定着

が多くの分野で不足している。実

験・観察を積極的に取り入れ、計算

問題なども基礎的な問題から繰り返

し行い、全体的な知識・技能の定着

を進める。個のレベルに合わせた課

題を設定し、理科が苦手な生徒でも

達成感を得られる機会を増やす。 

観察・実験において、仮説や考察

を自分の言葉で考え、表現する時間

を設ける。内容ごとに、これまでの

既習事項との関連性を考え、自ら仮

説を立て、考えを深める時間を多く

取る。 

機械的な作業にならないよう日常

の中にある科学について内容ごとに

取り上げ、理解することの楽しさや

面白さを実感させる。調べ学習や観

察・実験等の協働する機会を増やし、

自ら考え、行動できるように支援す

る。 

 



令和７年度 英語科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・全学年で全国平均を上回る成果 

 ・「聞くこと」や「読むこと」の領域に強み 

 ・記述式の改善傾向（学年が上がるごとに向上） 

（２） 課題 

 ・「記述式」問題の正答率が低い 

 ・「思考・判断・表現」観点の弱さ 

 ・「活用」問題における定着不足 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第１学年 

すべての項目において目標

値と区の平均正答率を上回

っている。ただし、前年度

の校内平均よりも正答率は

低い。 

  

第２学年 

校 内 平 均 は 前 年 度

59.1％→59.9％と緩やかに

改善している。基礎”63.0％ 

に対して “活用”61.0％（校

内）はやや低め。前年度と

比較しても活用の伸びが限

定的といえる。 

ほぼすべての項目におい

て、平均正答率が全国平均

を上回っている。リスニン

グ分野の正答率が特に高

い。その一方で、ライティ

ング分野の正答率は全国平

均だけでなく、目標値を下

回っている項目もある 

（第１学年時） 

 

第３学年 

短い文（メールなど）を読

み取ることはできている

が、さまざまな文を読み取

ることが低い正答率であ

る。 

 

 

全ての項目において、平均

正答率が区や全国を上回っ

ている。特に聞くことに関

して特に高い正答率となっ

た。（第２学年時） 

多くの項目において、平均

正答率が区や全国の平均を

上回っている。英文問題で

正答率が低い箇所があった

ため、改善するために意識

して指導にあたる。  

（第１学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

全国平均を上回り、目標値も大

きく超えている。語彙・音声理

解・文法構造の定着が進んでい

る。特に「単語の意味理解

（93.0%）」「アルファベットの

読み（94.3%）」は高得点。 

目標値・全国平均ともに上回る

が、「日常会話の理解（74.7%）」

「会話全体の理解（89.4%）」に

は若干のばらつきあり。 

英文作成（英作文：91.1%）は

安定している。 

高水準を維持。前年よりやや低

下（前年度：93.1%）している

が、依然として全国・区平均を

上回る。学習意欲や取り組み姿

勢が良好と判断される。 



  

 

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

特に語彙・語法・文法などの定

着が不十分で、書く活動でのミ

スや定着不足が散見される傾

向がある（例：書く力52.9％、

作文分野で得点が低い）。 

「書くこと」や「長文の読み取

り」などにおいて、他の領域と

比較して得点が低い傾向が見

られる。思考の過程や判断の根

拠を明確にすることを苦手と

する傾向がある。 

音読の課題や speakingなど

音声を伴う活動はとても意欲

的である。その反面、知識伝達

の場面では集中力を欠く傾向

がある。 

 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文法項目によってできている

ところ、できていないところが

はっきりとしている。 

 

自分の考えや意見を相手に伝

えることはよくできているが、

文の流れに合った英文を書く

ことを苦手としている。 

相手を意識したコミュニケー

ションを取ったり、主体的に学

習に取り組んだりする姿勢が

身についてきている。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単語の読み・意味理解は良好だ

が、音声とスペルの一致に継続

的な指導を行う。 

 

日常会話の理解（74.7%）が他

と比べてやや低いため、文脈に

応じた意味理解・推測練習の充

実が必要。 

ペアワーク・発表活動、ICT教

材を活用した個別的な活動を

取り入れて、学習動機づけを高

める工夫を継続的に行う。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

書く活動後の添削タイム、モ

デル文提示、生徒の良文共有に

よる正のフィードバックルー

プ構築を図る。 

表現活動を充実させ、能力向

上を図る。またマインドマップ

やフローチャートなどの思考

ツールを活用し、思考の過程を

可視化させる。 

 ペア活動や発問を取り入れ、

知識伝達の場面にも主体的に

関われる工夫を行う。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

新しい文法項目はもちろん、既

習の文法項目にも触れながら、

定着を図りながら授業を進め

る必要がある。 

 

文や会話等の前後の関係をよ

く読み取りながら、自分の考え

や意見を正しく伝えられるよ

うな練習を取り入れていく。 

今後も相手を意識したコミュ

ニケーションを充実させ、活動

の機会を増やすことで生徒の

主体性を高めていく。 

 

 

 

 

 

 



 

令和７年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・２学期に行った合唱コンクールでは、ハーモニーのバランスを重視し、各クラス生き生き

と表現することができた。 

 ・歌唱や鑑賞において、歌い方の工夫や感じたことについて、自分の言葉で説明することが

できた。全員で合わせて歌う楽しさ、感動を味わいながら演奏できた。  

（２） 課題 

 ・表現活動の時間を最小限に留めながら、技能を高め、豊かな表現ができるようにする。 

 ・鑑賞分野において、音楽の歴史的背景や、その曲で学ぶ基礎的内容を定着させる。 

 

２ 観点別分析 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・速度や強弱など、楽譜に記

載されている基本的な音楽

用語について理解できる。音

符の名前や長さ、音の高さな

ど、読譜力には個人差が見ら

れる。 

・歌唱の技能は、発声と音程

の習得に個人差がある。 

・歌唱では、楽曲の構成と曲

想を捉える学習を行ってい

るが、定着までにはいたって

いない。 

・鑑賞では、知覚・感受を関

連させて楽曲を捉えるよう

にしている。音楽的特徴と感

覚的に感じ取ったことを関

連づけながら鑑賞できると

よい。 

・歌唱では、意欲をもって取

り組もうとしている生徒が

多く見られる。パート練習の

進め方を定着させ、仲間とと

もに練習を進め上達する楽

しさを味わわせたい。 

・鑑賞や楽曲分析の学習では

プリントを使い、理解に役立

てている。 

 

 ② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・楽曲の分析では、曲想をテ

クスチュアやリズムなどの

音楽的要素の変化から捉え

ることができる。 

・歌唱の技能は、ほとんどの

生徒が正しい音程で歌うこ

とができるが、一部の生徒は

音程をとることが難しい。響

きのある声で歌うための発

声には課題がある。 

・表現分野において楽曲分析

での知識をもとに自分なり

に曲想を捉え、どのように表

現するとよいか、考えること

ができる。よりよい表現活動

のために、技能との関連を意

識できるとさらによい。 

・鑑賞分野において、知覚・

感受を関連させて楽曲を捉

えることのできる生徒はい

るが、難しい生徒も多く見ら

れる。 

・歌唱の場面では、意欲をも

って取り組もうとしている

が、集中力の低下が著しい生

徒もいる。個に応じた声かけ

を行い、仲間とともに歌う楽

しさを感じながら歌えるよ

うにしたい。 

・鑑賞分野では、プリントに

メモをとり、主体的に学習に

取り組もうとしている。 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・楽曲分析では、歌詞、強弱、

曲想の関わりや、作曲者の意

図を考え、楽曲のよさを感じ

取れる生徒が多く見られる。 

・表現分野において、歌詞と

曲想の関わりを考え、内容を

理解することができる。自ら

の知識をもとに分析を進め

・歌唱の場面では、意欲をも

って取り組もうとしている

が、自信のなさが表現活動に

あらわれる生徒もいる。パー



・歌唱の技能は、正しい音程

で歌う生徒が多い。響きのあ

る声で歌うための発声には

課題がある。 

ていけるとさらによい。 

・鑑賞分野において、知覚・

感受を関連させて楽曲を捉

えることのできる生徒が増

えてきている。 

ト練習を経て、リーダーを中

心に歌う楽しさを感じなが

ら歌えるようにしたい。 

・鑑賞では、学んだ内容に関

心を示し、生活に活かす生徒

もいる。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・音楽用語は、楽曲の分析や

歌唱を通して繰り返し学習

していくことで、基本的知識

が身につくようにする。 

・歌唱の技能では、２学期以

降に行うパート練習で、小集

団での関わりをとおして、響

きのある発声ができるよう

になることを目標とする。 

・音楽的特徴を捉えるために

音程、リズム、テクスチュア

等の音楽的要素を知識とし

て学習し、思考を広げていけ

るように支援する。また、友

達の意見を参考にし、自分の

考えに生かすよう助言する。 

・表現分野において、フレー

ズの特徴など感受したこと

の音楽的理由を探る活動を

取り入れ、表現の工夫につな

がるようにする。 

・歌唱の場面では、パート練

習の進め方を定着させ、リー

ダーだけでなくそれぞれが

意見を出し、意欲をもって練

習できるようにする。 

・鑑賞や楽曲分析の学習で

は、プリントにメモをとら

せ、楽曲や作曲家に興味・関

心がもてるよう視聴覚教材

を活用する。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・楽曲分析では、音楽の諸要

素から曲想を捉える学習を

とおして、より主体的に発想

できるようにする。 

・歌唱の授業では、腹式呼吸

や頭声発声を常に意識して

発声するよう促す。変声期を

理解し、無理のない発声で歌

わせる。 

・表現の工夫について、既習

内容と技能を関連づけて表

現できるよう促す。 

・知覚・感受を関連させて楽

曲を捉える学習を行う。個々

の生徒の考えや思いを、パー

トまたはクラス全体で共有

する。 

・歌唱の場面では、パートリ

ーダーの育成と、よりよい集

団の中で活動する楽しさや

充実感を大切にする授業づ

くりをする。 

・鑑賞では、楽曲に興味・関

心がもてるよう導入を工夫

し、学習のまとめでは曲のよ

さを感じ取ることができる

ようにする。 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・歌唱、鑑賞ともに楽曲につ

いて自分の考えがもてるよ

うに、楽曲の知識を習得さ

せ、作曲者の意図と自分の考

えを比較できるようにする。 

・歌唱の授業では、腹式呼吸

や頭声発声を常に意識して

発声するよう促す。 

・知識を応用し、表現にどう

活かすかについて、パートや

クラス全体で共有し、内容を

深められるよう支援する。 

・鑑賞分野において知覚・感

受を関連づけて楽曲を捉え

るとともに、音楽理論として

の知識を関連させて題材を

提示する。 

・歌唱の場面では、パートリ

ーダーが中心となって進め

られるよう支援する。生徒の

主体的な取り組みの中で互

いに学び合える雰囲気を大

切にする。 

・鑑賞では、生活の中の音楽

につながる取り組みにする。 

 

 



 

令和７年度 美術科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・校内で生徒の作品展示を積極的に行い、お互いの個性を認め合える環境作りを行うことが

できた。 

 ・ICT の効果的な活用方法を模索し、デジタルと紙での使い分けやツールの理解を進め、教

材や評価方法によって適切に活用することができた。 

 ・生徒の実態や個別に適した課題を設定し、生徒がねらいを基に見通しを持って課題に取り

組める環境作りを行おうと努めた。 

（２） 課題 

 ・生徒の実態や授業内容を踏まえ、ICTを活用した効果的な評価方法について模索する。 

 ・より幅広い生徒の実態に合わせて教材研究を行い、教材や作品についての研究を深める。 

 ・題材や教科などのつながりを踏まえた題材設定や教材研究を深める。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・小学校時に習った基礎的な知

識を確認し、表現の幅をさら

に広げるために、多くの素材

や道具に触れさせ、習得させ

ていく。 

・生徒の発想を大事にしつつ、

さらにより良いものにする為

に、個々にあった声かけを行

う。 

・鑑賞を深めるために、言葉と

して具体的に表現できるよう

に促す。 

・参考作品を提示するなど課題

導入時の授業展開の工夫を行

う。 

・振り返りシートを活用させ、

自分を振り返り、次への課題

につなげていく習慣をつけさ

せていく。 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・今まで習得したものを深めな

がら、新たな素材や道具に触

れさせ、それを応用する能力

を養わせる。 

・パワーポイントを作成する等、

ICTの活用を行い、わかりやす

く伝える工夫を行う。 

・様々な表現方法から生徒自身

が選択し、試行錯誤ができる

授業を行う。 

・形・色彩・構成などに意識を

向けさせ、アイデアスケッチ

や言葉などで整理する活動を

取り入れる。 

・自分の思いを最後まで持続さ

せ、創意工夫していけるよう

な声かけを行う。 

・創作の意欲を高めるために、

ICT を活用するなど相互の作

品鑑賞を取り入れる。 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・見通しをもって表現活動でき

るように、時間を意識して計

画的に制作に取り組ませる。 

・今まで習得したものを応用さ

せ、新たな表現につなげてい

けるような活動の振り返りや

提示を工夫して取り入れる。 

・自分の取り巻く環境や自分の

考えを振り返りながら、自分

の思いを表現していけるよう

に、ワークシートを工夫する。 

・様々な表現方法や作者の思い

を深めていけるような鑑賞時

間を多く取り入れる。 

・制作途中にお互いの作品を見

合う時間を設けることで、自

己の作品を客観視しながら向

上心を高めさせる。また自分

の思いを表現することの喜び

や楽しみを見いだせるような

声かけを行う。 

 

 



 

令和７年度 技術・家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・主体的な学びを促すための、グループワークを積極的に取り組むことができた。 

・タブレットを用いて課題提出を工夫し、調べ学習で深い学びを行うことができた。 

 

（２） 課題 

 ・問題解決能力を高めるための協同的な学びを促す教材設定が不十分と考えられる。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（技）木材加工では、平面か

ら立体をイメージする力を

身に付けられるよう課題を

検討し、作品製作の手順を理

解させる。また書画カメラ・

スライド等のICT教材を使用

し、作業の手元を観察させ、

知識の定着を促す。 

 

（家）ICT や実物等の教材を

用意し、わかりやすい授業の

工夫をし、製作では、各自動

画を手元で確認させ、技能を

習得させていく。 

（技）製作の単元のなかで、

実習内容を深く思考する機

会をつくるとともに、全生徒

共通の製作課題にすること

で、分からないところはお互

いに教え合うようにし、協同

的な学びの中で、問題解決能

力を育めるような授業形

態・教材設定にする。 

 

（家）衣服購入のポイント

や、住まいの安全等の内容で

思考判断につながる教材や

発問を工夫するとともに、グ

ループワークを設定する。 

（技）授業時間内に、説明・

実習・片づけを行い、実習の

時間規律を確立する。また毎

授業で振り返りを行うこと

で、主体的に作品製作を取り

組めるような工夫をする。 

 

（家）作品製作では時間を意

識して、振り返りを通して、

計画的に製作に取り組ませ

る。学習内容に興味関心を持

たせる工夫を行う。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（技）電気の学習を通して、

家庭でも安全に電気を利用

することができるように理

解させる。ラジオの製作を通

して、知識と技術の定着を図

る。また書画カメラ・スライ

ド等の ICT教材を使用し、作

業の手元を観察させ、知識の

定着を促す。 

 

（家）ICT 教材を活用しわか

りやすい授業を工夫し、食の

学習を通して、栄養バランス

の重要性を理解させる。 

（技）ラジオ製作の後で、増

幅回路について学習し、実際

の作業にあった内容の学習

をすることで、深く思考をす

る機会をつくる。また全生徒

共通の製作課題にすること

で、分からないところはお互

いに教え合うようにし、協同

的な学びの中で、問題解決能

力を育めるような授業形

態・教材設定にする。 

 

（家）食の知識を生活の中で

活用し、自分自身を振り返り

（技）授業時間内に、説明・

実習・片付けを行い、実習の

時間規律を確立する。また毎

授業で振り返りを行うこと

で、主体的に作品製作を取り

組めるような工夫をする。 

 

（家）グループワークを取り

入れ、意見交流を通して、積

極的に生活に活かせる学習

になるように工夫する。 



ながら深く思考をする機会

を取り入れる。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（技）キーホルダーの製作に

合わせて、金属加工の方法を

覚えるとともに、ＩＣＴを積

極的に使い、知識の定着を図

る。また書画カメラ・スライ

ド等の ICT教材を使用し、作

業の手元を観察させ、知識の

定着を促す。 

 

（家）幼児の発達段階や生

活・遊びの特徴を ICT教材で

示し理解を深めるとともに、

製作においてもICT教材を活

用し、技能を習得させてい

く。 

（技）プログラム制作の課題

の処理を行わせ、情報の技術

を通して、課題を解決する力

を育成する。また全生徒共通

の製作課題にすることで、分

からないところはお互いに

教え合うようにし、協同的な

学びの中で、問題解決能力を

育めるような授業形態・教材

設定にする。 

 

（家）布絵本の製作や幼児の

生活・遊びなどを通して習得

した知識と照らし合わせて、

自分の思考を表現する機会

を取り入れる。 

（技）グループワークを積極

的に行わせて、主体的に授業

に参加させ、意欲向上を図っ

ていく。また毎授業で振り返

りを行うことで、主体的に作

品製作を取り組めるような

工夫をする。 

 

（家）積極的に幼児を理解す

る意識を高めるために自身

の幼少期や体験を比較でき

るような声かけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 保健体育科 授業改善推進プラン 

大田区立貝塚中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・全単元で学習カードを用い、基礎知識の習得や技能向上に繋がる振り返りに活用すること

ができた。 

・体力と持久力の向上を目指し、１つの学年で駅伝大会を実施した。それに向け、生徒主体

の取り組み場面が増え、また長い距離を走ることへの抵抗がやや薄れてきた。 

・投力に関して、ハンドボールやソフトボールなど投球動作を必要とする種目を通し、正し

い動作の指導や確認ができた。 

（２） 課題 

 ・今年度実施した令和７年度東京都体力テストに関して、１学年は握力、５０ｍ走、立ち幅

跳び、持久走、２学年は長座体前屈、立ち幅跳び、ハンドボール投げ、持久走、３学年は

握力、長座体前屈、立ち幅跳び、持久走に課題が見られた。これらの結果から、各種目の

学習の中で基本運動に繋がる正しい体の動かし方や、必要な体力、筋力が鍛えられる補強

運動を取り入れており、今年度の体力テストの結果を見て今後さらに検討していきたい。

また、どの学年も２０ｍシャトルランの得点に比べ持久走の得点が低い傾向があるので、

目標タイムに向けたラップ設定等ペースコントロール力をつける学習もおこなっていく。 

・自分や相手の動きを見て、改善点やつまずきをみつけ、相手に伝わる具体的な言葉を用い

表現することが苦手な生徒が多い。アドバイス活動を多く設定し、考え、実行、振り返り

を行い成長に繋げる必要がある。また、教師が指導する際も端的な説明を心がけ、生徒の

活動時間を多く確保していく。 

 

 

２ 観点別分析 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・各内容とも必要な知識を習得

し、技能の高まりを目指すことが

できる。男女共に持久力の向上と

男子の短距離走のレベルアップ、

また、男女共に水泳の特に平泳ぎ

にも課題がある。 

・マナーを理解し、その範囲内で

技能の習得に向けて工夫し、積極

的に表現活動を行っている。 

・良いプレーや発表を見て学び合

おうとする生徒が多い。 

・自己の課題を把握し解決に向け

た取り組みを行おうとしている。 

 

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・授業で話した内容を理解してい

る部分は多いが、記憶しておくこ

とが課題である。 

・体力・運動能力は総括すると各

種目で全国平均より低い。球技な

ど様々なスポーツに取り組ませ、

将来スポーツに積極的に行える

土台を築く。 

・自己の課題を解決しようと工夫

する試みについて、考え、行動す

る態度が低いと感じる。また、自

分の考えを伝えることにも課題

を感じる。 

・個に応じて、道筋を考えた課題

解決の方策を考えていくことや

個別指導、教え合いの機会を増や

していく。 

・保健の場面では、ポイントをま

とめ記述ができる、発言を積極的

に行えるなど生徒の２極化が顕

著に表れている。 

・体育の場面では、苦手な生徒に

おいてはポイントを明確に示す

ことで「わかった・できた」と感

じさせ、積極的に運動に親しむ環

境づくりを行う必要がある。 



 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・個々の能力に応じた技能向

上を目指すことができる。 

・短距離は全国平均よりも高

い。 

・男女ともに柔軟性と投力に

課題があり、筋力に加えて物

を遠くまで飛ばすための身体

の使い方を正しく身に付け、

打つ動作へと繋げていきた

い。 

・ただ動くだけでなく合理的

な身体の使い方について理解

し活動することで技能習得や

他者の記録を伸ばす力を身に

付けることを目指す。 

・良いプレーや発表を見て学

び合おうとする生徒が多い。 

・授業に早くやってきて自主

練など取り組む生が多い。 

・運動場面ではほとんどの生

徒が活動的だが、準備や片付

け話し合い活動では二極化が

見られる。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・それぞれの課題を把握でき

るような支援を行い、個人の

能力を伸ばしていくことがで

きるように学び合いを行うこ

とが必要である。 

・ICT や学習カード等を活用

し、課題解決の方策を工夫で

きるように多くの支援を与え

る。 

・学び合いを積極的に導入し、

生徒が主体となって学習活動

に取り組むことができる環境

をつくる。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・知識を身に付けるためには、

私生活と関連付けて理解しや

すく指導を行っていく必要が

ある。 

・技能に関しては、指導の際

技のポイントを明確にしてい

く。また、客観的に自分の演

技を見ることできるようタブ

レットを使用して理解を深め

ていく必要がある。 

・論述やレポートの作成、発

表を通じて、自分の考えを伝

える。 

・グループでの話し合いを通

じて他者理解に努め、まとめ、

表現していく。 

・考え方がわからない場合は

個別に指導を行い、サポート

を行う。 

・現在の自分の力を生かしな

がら、課題を見つけその解決

にむけての練習や学習を考え

ていくという学習過程と生徒

一人一人に身に付けてほしい

力をしっかりと教え込んでい

き、その上で自主的に学び方

を身に付けていくという学習

過程とを実態に合わせ取り入

れていく。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

バレーボールやラケット種目

で打つ動作を学ぶ前に、投フ

ォームについて学び、そこか

ら打つ動作に繋がることを理

解できるようにする。 

・毎時間の学習カードの振り

返りやペア活動を通して自己

の課題を発見し、その解決に

向けて工夫し、積極的に表現

活動を行っている。 

安全面に配慮し、可能な限り

教師からの指示で動く場面を

減らしていく。生徒自身が周

りを見て、今自身がどうすれ

ばより良くなるか考え行動す

る習慣をつける。 

 

 


